
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です】 

 

壮行式（オンライン） 

部長の石田壮太さんは、「野球 

部は“甲子園”を目標に日々練習 

をしてきました。その中でも打力 

強化のため、冬には毎日１０００ 

本以上バットを振るなどして技術を磨き、自分達

の自信にも繋がりました。コロナ禍で部活動が思

うようにできず、焦りや不安もありましたが、そ

れをプラスと捉え１人１人の個人スキルを向上

する期間としてチームで互いに高め合い、前向き

に練習してきました。きつい練習の中でも１人が

３人分の声を出し、声を掛け合う等して集団とし

ての団結力を高めてきました。初戦の益田高校戦

では、平常心と闘争心を強く持ち、試合に臨みた

いです。そして、地域、保護者、先生方の支えが 

令和４年度ＮＨＫ杯島根県高校放送 

コンテスト（オンラインで開催） 

【アナウンス部門】３名出場 

井上 未来 『生徒募集活動』 

岩切 真央 『ホストファミリー制度』 

 小野田 花菜『町の魅力を再発見』６位 
 

【創作ラジオドラマ部門】１作品出品 

 （代表）藤原 葉月『君の声』 

第６８回中国高等学校剣道選手権大会 

【女子個人２回戦】 

板垣 和華 ×―○ 山口県柳井高校 

（写真左） 

あって野球ができていることに感謝し、関わ

ってくださっている全ての方へ恩返しができ

るよう、全力で勝利を獲りにいきます。」と力

強く意気込みを語ってくれました。 



 晴天に恵まれ、気温がかなり上がった

一日となりました。熱中症が心配された

ため、競技中のクラス以外はオンライン

で観戦したり、競技時間を短くしたりし

て対策を取りながら行いました。 

男子はサッカー、女子はバレーボー

ル・卓球で競いました。暑さに負けない

くらい白熱した試合が続いていました。 

 各種専門学校から講師の先生に来ていただき、

１５の分野から興味のある２つを選んで授業体験

をしました。様々な体験をしながら、取得可能な

資格や就職先、仕事内容など詳しく聞くことがで

きました。 

生徒からは、「話を聞いて、自分の足りないとこ

ろが分かった。卒業するまでに成長できるよう頑

張ろうと思った。」「いろいろな体験をすると将来

のイメージがわきやすいと分かったので、ボラン

ティアやオープンキャンパス等に参加していきた

い。」「進路を変更し、不安な点もあったが、講座

を受けてより興味が湧き、一歩夢に近づけたよう

に感じた。専門学校での話を聞き、やりがいを感

じ、もっと頑張っていきたいと感じた。」などの感

想がありました。  

自分の目指している職業以外の体験でも、「将来

の考えの幅が広がった。」「どんな職業でも、挨拶

がきちんとできるとか、元気がいいということは

大事なんだなと感じた。」などの感想があり、今か

ら取り組んでいけることや視野を広く持つことの

大切さが分かったようです。  

将来について真剣に考える良い機会になりまし

た。ありがとうございました。 

 バレー部は人数は少ないですが、総体で負けた

悔しさをバネに練習に励んでいます。私たちの目

標は県でベスト４以上です。そのために、 

元気よく明るく上下関係なく部活動を 

すること、礼儀の面では挨拶をする、 

靴をそろえるなど、当たり前のことが 

きちんとできるように心がけています。 

 今年の剣道部の目標は、団体戦 

ベスト４、個人戦ベスト１６に入 

ることです。総体ではみんなとて 

も悔しい思いをしたので、新チー 

ムになってからの練習を一生懸命して 

いきたいと思います。剣道部の応援をよろしくお

願いします。 

 卓球部は、２年生２人、１年生５人で、学年関

係なく、楽しく部活動をしています。目標は、団

体戦でベスト８に入ることです。その 

ために日々練習を頑張っています。 

勝つことも大切ですが、最後まで 

楽しんでプレーすることを意識して 

試合に臨んでいます。 

 オフシーズンは、インラインスケ 

ート、筋トレなどをやり、冬本番に 

向けて力をつけています。十月に行 

われる校内ロードレースで２５位以内に 

入ることを目標に、毎日ランニングも欠かさずや

っています。スキーシーズンの目標は、中国大会

に出場することです。 

 公益財団法人一ツ橋文芸教育振興会・山陰中央新

報社主催のこの講演会は、物事の考え方や世界への

関心を向けるきっかけになることを願い、毎年企画

されているものです。今回は、感染症の影響で、残

念ながら対面ではなく、事前に収録されたものを各

教室で聴講しました。 

森田さんは、「人生には絶対に守らないといけな

いルールはない」「どう生きるかによって世界は変

わってくる」と話され、これから生きる時代、今あ

るルールにとらわれず、柔軟な発想をし、実際にや

ってみることが大切だと伝えてくださいました。 

 高校生からの「外から見た田舎の魅力は？」とい

う質問には、「どこに住んでいても、その土地固有の

風景が必ずある。今いる場所で、そこでしか気づけ

ないことを観察してみてほしい。足元にはおもしろ

いものがたくさんある。」と答えてくださいました。 

 講演を聞いた生徒からは、「生きることにルール

はなく、自分がどうするべきかを考えることが大

事だから、自分らしい考えや生き方ができたらい

いと感じた。」「人生には答えがないので、自分な

りの生き方で先のことも考えながら生活していき

たい。焦点を変えることで、また違った何かが見

えてくるかもしれないので、日々を楽しみながら

生活したい。」「環境に縛られることなく、いろい

ろな事柄に目を向け、疑問を持っていきたい。」「世

の中のルールは正解ばかりではなく、時には変わ

ることもあるし、間違いだったりすることもある

と分かったので、自分の中で納得できるルールを

信じ、それだけにとらわれないようにしたいと思

う。自分の当たり前を人に押し付けることがない

ように、他者の考えを聞き、自分の価値観の幅を

広げたい。」などの感想がありました。 

講演にあわせて、一ツ橋文芸教育振興会からは、

講師のサイン入り著書と、集英社文庫１００冊セ

ット、小学館国語辞典を寄贈していただきました。

教育活動に活用させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

８月 ２日（火）県内生対象オープンハイスクール 

３日（水）県外生対象オープンハイスクール 

１１日（木）閉寮（正午～１６日正午） 

１２日（金）閉庁日（～１６日） 

２２日（月）始業式 

 

９月 １日（木）鵬雲祭文化祭（～２日） 

   ３日（土）出校日 鵬雲祭体育祭 

５日（月）振替休業日（９／３） 

【時間】１８：００～１９：３０ 

 ＊除草作業を中心として１時間半程度行います。 

＊少雨決行ですが、１７時の時点で雨天の場合や、

猛暑等で中止になる場合は、スクールメール、

ホームページにてお知らせします。 

＊予備日は７月２５日（月）です。 

「  」➝友達やクラスメイトにとどまらず、色別や学年を

超えた縁を結んでほしいという思いが込められています。 

「  」➝自分に与えられた役割を最後までやり遂げ、鵬雲

祭が終わった後には、新しい自分を咲かせてほしいという

思いが込められています。 

 

「VV（わら）い」のＶは勝利

という意味の「Ｖｉｃｔｏｒｙ」の頭文字と、それを二つ

繋げて「笑い」を意味する「Ｗ」になっています。 

 

鵬雲祭を通して、勝利を目指し、たくさん笑い、 

一生の思い出にしたいという思いを込めています。 

 

（生徒会執行部） 

 今年度の鵬雲祭は３日間の予定で

行います。新型コロナウイルス感染

症対策として、今年度も保護者の方

のみにご案内させていただきます。 

詳細は後日、お便りやホームペー

ジでお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾７月号 令和４年７月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

魅力化コーディネーター 

部活動（高校時）：報道部 

趣味： おいしいものを食べること 
 

私も数年前、飯南高校に通っていました。この学校では、

勉強も部活動も全力でサポートしてもらえるので、安心

して通うことができると思います。私も皆さんを支える

一人として精一杯頑張ります。また、飯南高校で出会っ

た友達はきっと卒業後も大切な存在になります。学校生

活もしっかり楽しんでください！一緒に飯南高校を盛

り上げていきましょう！よろしくお願いします。 

教科：英語 

部活動（高校時）：Ｅ.Ｓ.Ｓ、 

バレーボール 

趣味：園芸、スキー、読書 

 

我々はよく「運が良かった」「運が悪かった」

と言う。しかし、努力をした人には、良い運が

めぐってくる可能性が大である。 


